
 
2022年度 看護学教育シンポジウム実施要項 

 
１．テーマ 
激動の時代における看護系大学教員の次世代育成 

 
２．主旨 
看護実践・教育・研究共創センターは、千葉大学看護学部附属として 1982 年に設置され、名称

や役割を変化させながら、本年度で 40 周年を迎える。この機会に、毎年開催してきた『看護学教
育ワークショップ』から今の時代にあった、当センターが担うべき事業にリニューアルし、本年
度、第 1 回の『看護学教育シンポジウム＋web セミナー』を開催することとなった。その特徴は、以下
の３点である。 
①多くの大学の関心事、時事のテーマを扱う 
②状況や立場の異なるシンポジストとの意見交換から、参加者個々が示唆を得る 
③セミナーとの抱き合わせにより、情報や知識を求める参加者や新人教員にもシンポジウムを
より活用してもらえる機能をあわせもつようにする（＋web セミナー） 

 そして、今年度は、次に示す理由により、『次世代育成』をとりあげる。 
 DX、Covid19、少子高齢社会、Society5.0 社会、多様で包摂的な社会など、社会の変化は激し
く、大学には、個々の大学のミッションをふまえて、社会の変革やイノベーションが可能な人材
育成が一層、求められている。 
多くの大学では、社会の変化を感じながら自らの教育内容や体制を変革しつつある。また、こ

のような社会の変化や時代の要請に応じた教育を実現するためには、それを支援する教員自身が、
変革の時代におけるわが国の教育の方向性を理解し、それを見据えた教育を提供できるよう準備
を整える必要がある。 
このような観点から看護学教育の状況を鑑みたとき、多くの看護系大学が、次世代の教育を担

う看護学教員の育成に課題を感じている現状が散見される。「社会の変化に応じた看護系大学の教
育」は、短時間で構築できるものではなく、かつ、すすむ変化に対応できる次世代を育成しなが
ら行う必要がある。 
近年の本センター事業では、「社会の変化に応じた看護系大学の教育」、「教育の質保証」が通底

している。その内容をふまえつつ、『次世代育成』の観点から、現実的には困難な状況も多々ある
中で、将来に向けて、建設的なアイデアやエネルギーが得られる機会としたい。 
教員として日が浅い方から次世代の教員を指導する先生方まで、多くの先生方にご参加いただ

きたい。またライブ配信、オンデマンド配信で行う予定であるため、興味のある部分だけの視聴
も可能であるが、是非、全てのプログラムに多くの方が参加していただくことを期待している。 
 なお、当センターの設置 40 周年記念に重ね、『看護学教育シンポジウム＋web セミナー』に多くの方
に参加してもらうことを期待して、本年度は、参加費無料で開催することとする。 
 
 
 



３．目的 
教育講演では、参加者各自が、我が国の大学教育の動向への理解を深めることを目的とする。 
シンポジウムでは、教育講演の内容をふまえて、「看護系大学における『Society5.0』時代を見据
えた次世代育成」に関して、多面的に示唆を得ることを目的とする。 

web セミナーでは、参加者各自が、看護系大学の動向とあわせて、これまでにどのように教育
の質保証の取り組みがなされてきたのか、過去から未来に向かってその変遷を知り、学び、再確
認する機会とすることを目的とする。 

４．プログラム概要・実施方法 
開催日時：令和 4年 11 月 29日（火）13：00～ 
開催方法：Zoom ウェビナー（見逃配信あり） 
参加費：無料（センター設置 40 周年記念のため） 
プログラム概要： 
13：00  開会挨拶・趣旨説明 
13：10～ 教育講演  
「コロナ後に求められる社会の変革を視野に入れた大学教育のあり方」 
中央教育審議会委員・関西学院大学学長 村田治先生 

14：10～ 休憩 
14：20～16：30 シンポジウム 
「看護系大学における『Society5.0』時代を見据えた次世代育成」 
座長：和住淑子（千葉大学大学院看護学研究院教授・センター長） 

中山登志子（千葉大学大学院看護学研究院教授） 
シンポジスト：JANPU 代表理事・日本赤十字豊田看護大学学長 鎌倉やよい先生

湘南医療大学教授・看護学科長 川本利恵子先生 
日本福祉大学教授 宮腰由紀子先生 

見逃配信期間：12 月 5日（月）9：00～12 月 19 日（月）17：00 

★web セミナー（事前収録・オンデマンド配信）
配信期間：11 月 22 日（火）9：00～12月 19 日（月）17：00
「看護系大学における教育の質保証と今後の課題」 
文部科学省高等教育局医学教育課看護教育専門官 渡邉美和先生 

※Zoom ウェビナーへのご参加方法、web セミナーの視聴方法は、申込受付後に自動返信で
お知らせいたします。当日中に届かない場合は kango-cqi@chiba-u.jp までご連絡ください。 

５．主催 
看護学教育研究共同利用拠点 
千葉大学大学院看護学研究院 附属看護実践 ・教育・ 研究共創 センター 



６．参加申込 
 本センターホーム ページ (https://www.n.chiba u.jp/center/) にある看護学教育シンポジウム 
申し込みフォームより 、お申し込みください。（個人単位での申し込みをお願いいたします。） 

≪シンポジウムお申込みフォーム URL≫  
https://www.n.chiba-u.jp/center/form/symposium/ 
＊申込〆切：11 月 28 日（月）16 時  

７．参加費 無料（センター設置40周年を記念して） 

８．注意事項 
大規模な地震・風水害・降雪・事件・事故・疫病等により、研修の開催が困難であると主催
者が判断した場合、全てあるいは一部のプログラムを中止することがあります。 

９．個人情報の取り扱い 
看護学教育シンポジウムへの申込みに際し記載の個人情報については、看護学教育シンポジ

ウム業務及びセンター年報等におけるデータの集計、今後のセンター事業のお知らせのために
利用し、それ以外の目的に利用することはございません。
（お知らせが不要な方はお申し出ください） 

10．お問い合わせ先 
〒260-8672千葉市中央区亥鼻1-8-1 
千葉大学亥鼻地区事務部総務課総務第三係（センター研修担当） 

TEL：043-226-2464 
FAX：043-226-2382 
メール：kango-cqi@chiba-u.jp


